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研究成果の概要（和文）：  

鳥類バイオサイエンス研究センターにおいて維持している閉鎖系統９系統を、マイクロサテ

ライトマーカー解析した。その結果は、６系統では80%以上であり、GSN/1においては100%で

ある高い遺伝的均一性を示した。したがって、鳥センターで維持されている系統は、実験用

のニワトリの遺伝子資源として非常に有用であることを示した。 また、本研究成果は、鳥類
の季節繁殖性や免疫および発生などの生理機構の機能解析の進展に対して大きく貢献した。  
 
研究成果の概要（英文）： 
The genetic characterization of nine closed chicken lines that were kept in Avian 
Bioscience Research Center (ABRC) were analyzed with the multilocus microsatellite 
analysis. In six lines, more than 80% of genotyped loci showed fixed allele for all 
individuals in each line. One line (GSN/1) showed 100% of genetic uniformity. These 
genetic information should be helpful for the utilization of experimental chicken 
resource. In addition, our research results contributed for a functional analysis of 
physiology mechanism such as seasonal reproduction, immunity and development. 
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１．研究開始当初の背景 
ニワトリは、大学・試験研究所でマウスの
1/20、ラットの1/2以上が実験動物として利
用されている。しかし、これらのニワトリ個
体の大部分は、養鶏の生産現場商品からの転
用であり、遺伝的に標準化された系統の占め
る割合は極めて低い。したがって、ニワトリ
標準化系統の利用を期待している研究者の
潜在数は極めて大きいと考えられるが、その
ような系統のニワトリを提供できる機関が

存在しない状態である。そして、国内におい
ては名古屋大大学院生命農学研究科附属鳥
類バイオサイエンス研究センター以外にそ
のような要求に応えられる施設が存在しな
い。そのために、鳥類センターで飼育・管理
している閉鎖系・近交系の系統の質的向上お
よび量的拡大をすることにより、潜在的に存
在する国内鳥類研究者へ期待を追うえるた
めに、遺伝情報をプロファイル化すると共に
遺伝子の機能解析を進める必要性が迫られ
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た状態であった。 
 

２．研究の目的 
(1) ニワトリ研究に欠落している標準系統
を確立するために、セキショクヤケイの安定
繁殖集団を新規育成する。 
(2) マイクロサテライトマーカー(MSMs)を
用いて、 育成途上の系統・ラインの系統育
成を効果的に進める。 
(3) 高度に近交化した系統の基礎的遺伝特
性をMSMsにより解析し、遺伝的均一性を国際
基準で評価し、各系統の特性をプロファイル
化する。 
(4) 鳥類に希有の変異形質（PNP/DO系の両側
性卵管形成）を支配する遺伝子(群)をMSMsに
よって染色体マッピングする。同時に，この
交配実験から得られる後代個体の試料を活
用し，血液型，形態形質など約20種の標識遺
伝子を染色体マッピングする。 
(5) 以上の遺伝資源保全・開発研究によって
ニワトリ遺伝資源・付帯情報を研究者コミュ
ニティに提供する。 
 
３．研究の方法 
(1) ニワトリ野生原種の保全・利用と系統育
成 
① セキショクヤケイの保全と閉鎖繁殖集団
の形成を進め，研究用に提供する。 
② ニワトリ標準化系統の新規育成を目的に，
野生原種由来の近交系の育成を開始する。 
③ 同時に，セキショクヤケイの光感受特性
などの基礎特性調査をする。 
(2) 系統育成の初期にあるライン等の遺伝
的均一性の向上 
① 頭蓋骨不完全閉鎖（Polish系），多趾（SIL
系），虹彩形成異常眼系，完全メラニン欠損
（ALB系），伴性矮性（WBP起源）などのライ
ンについて図る。 
(3) 高度に近交化した系統の基礎的遺伝特
性の解析 
① 近交系（GSP, GSN/1, PNP/DO, WL/F, YL, 
BM/C）の遺伝的均質度，特に主要組織適合抗
原複合体の均質性を評価する。 
②  高度に近交化された系統（WL/G, RIR, 
BL/E, MH）の均質度をMSMsによって検索し，
多型MSMsを固定する選抜育種操作をする。 
③ ①と②の系統における系統間遺伝特性の
調査，特に飲水量と卵黄移行抗体（IgY抗体）
の系統差をスクリーニングし，研究モデル候
補系統を同定し，さらにIgY抗体の部分構造
と能動的卵黄移行の関係を追究する。 
(4) 特に注目される変異形質の遺伝支配解
析と機能遺伝子解析 
① 品種，系統間における生体水分代謝にお
ける特性を検索し，モデル系統の同定と機構
解明を進める。 
② SIL系（ウコッケイ）のメラニン細胞移動，

定着の機構の遺伝的支配に関する解析を進
める。 
(5) 遺伝資源とその付帯情報の提供と広報 
(1)-(4)の遺伝資源保全・開発研究によって
高度化されるニワトリ遺伝資源とその付帯
情報を，論文公表および鳥類研究センターHP
の充実によって、関連研究者コミュニティに
広く提供する。 
 
４．研究成果 
(1) ニワトリ野生原種の保全・利用と系統育
成 
① セキショクヤケイの保全と閉鎖繁殖集団
の形成を進め、現在も進行中である。 
②  現在の家畜化されたニワトリは、季
節繁殖性が観察されないが、ニワトリ野
生原種であるセキショクヤケイでは、季
節繁殖性が観察された。したがって、家
畜化の過程で季節繁殖性が消えたこと
が明らかになった。 
(2) 系統育成の初期にあるライン等の遺伝
的均一性の向上 
① 頭蓋骨不完全閉鎖（Polish系），多趾（SIL
系），虹彩形成異常眼系，完全メラニン欠損
（ALB系），伴性矮性（WBP起源）の系統育成
は継続して進行している。 
②  主要組織適合抗原複合体における均
一性を皮膚移植法と同種免疫抗体産生
の有無を指標に、約30-50年間維持され
てきたRIR-Y8/NU,YL, WL-GおよびBL-Eの
４系統について調べたところ、系統内お
よび一部系統間での均一性が確認でき、
これらの系統が組織移植や免疫学的な
研究に有用であることを示した。 
③ 高度に近交化した系統の基礎的遺伝特性
の解析として、名古屋大学大学院生命農
学研究科附属鳥類バイオサイエンス研
究センターにおいて維持している閉鎖
系統９系統を、マイクロサテライトマー
カー解析により遺伝的均一性を調べた
結果、６系統では80%以上であり、GSN/1
においては100%であり高い均一性を示
した。したがって、現在広く研究に使わ
れている商業用と異なり、遺伝的な差異
が少ないために、実験用のニワトリの遺
伝子資源として非常に有用であること
を示した。 
④ ファイヨミ種由来の近交系のGSP系と
PNP/DO系を用いて雌初生雛の左側卵巣を除
去し影響を調べたところ、右側生殖腺が精巣
のように発達することが確認でき、その発達
程度はPNP/DO系の方がGSP系よりも進んでい
ることが観察され、この雄性化の違いは遺伝
的違いに起因することが示唆された。この研
究をさらに進めることで、雄性化の因子の検
索に貢献できる可能性が見いだされた。 
(4) 特に注目される変異形質の遺伝支配解



析と機能遺伝子解析 
①  筋ジストロフィーニワトリは、高ナ
トリウム血症であり、糞中の水分含量が
高く水分代謝調節に異常があることが
明らかになった。そのため、この系統は、
水分代謝調節機構のモデルとして使え
る可能性が見いだされた。 
②  ウコッケイにみられる過剰な体内メ
ラニン産生の責任遺伝子のゲノム上の
位置を特定しつつある。 
③  季節繁殖に関して、鳥類の脳内に
Opsin5という光受容器が存在すること
を明らかに、この  Opsin5が季節繁殖の
光受容に関係することを明らかにした。
今後、この  Opsin5から光受容の情報伝
達系を明らかにすることで、繁殖時期の
調節などが出来る可能性があると考え
られる。 
④  鳥類の卵黄への抗体の蓄積の機構の
解明として、卵黄輸送に関わる抗体のア
ミノ酸配列が明らかになった。そのため、
今後この研究をさらに進めることで、卵
黄蓄積の機構解明をするとともに、卵黄
を用いた有用なタンパク質の産生へと
繋がる可能性が示唆された。 
⑤  鳥類の水分代謝調節に重要である抗
利尿ホルモンの遺伝子発現に関して、浸
透 圧 保 護 転 写 因 子 で あ る
TonEBP(tonicity enhancer binding 
protein)が関与していることを示唆し
た。哺乳類を含めても抗利尿ホルモンの
特異的な転写調節因子は同定されてい
ないため、もしTonEBPが同定されれば、
水分調節のホメオスタシスの調節機構
の解明に向けた大きな一歩となる。 
⑥  鳥類の胚時期の脳内においてアロマ
ターゼ陽性細胞の数に性差が存在する
ことを明らかにし、この性差が脳の性分
化に関係する可能性を示した。この結果
から脳の性分化に脳自体が独自に関与
している可能性が示唆された。 
 
(5) 遺伝資源とその付帯情報の提供と広報 
名古屋大学大学院生命農学研究科附属
鳥類バイオサイエンス研究センターの
ホ ー ム ペ ー ジ
(http://www.agr.nagoya-u.ac.jp/̃abrc/)
により、遺伝資源保全・開発研究によって高
度化されるニワトリ遺伝資源とその付帯情
報および論文を公表し、関連研究者コミュニ
ティに広く提供している。 
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